
○原動機を用いる乳母車に係る事務取扱要領の制定について 

(令和2年7月7日例規第34号神交規発第597号) 

改正 令和3年9月17日例規第43号神務発第909号 令和5年3月30日例規第20号神交総発第261号

この度、別添のとおり原動機を用いる小児用の車に係る事務取扱要領を制定し、本日

から施行することとしたので、運用上誤りのないようにされたい。 

 

別添 

   原動機を用いる乳母車に係る事務取扱要領 

1 趣旨 

この要領は、道路交通法施行規則(昭和35年総理府令第60号。以下「府令」とい

う。)第1条第2項第1号の規定に基づき警察署長が行う確認(以下「確認」という。)

その他の原動機を用いる乳母車に係る事務の取扱いについて必要な事項を定めるもの

とする。 

2 申請の受理 

警察署長は、府令第1条第1項第1号に定める車体の大きさの基準(以下「車体の大

きさの基準」という。)に該当しない原動機を用いる乳母車(以下「基準外乳母車」とい

う。)の利用者又は当該利用者から依頼を受けた者(以下「利用者等」という。)から確

認の申請があったときは、次に掲げる書類を提出させるものとする。この場合におい

て、基準外乳母車の通行の場所が2以上の警察署長の管轄にわたるときは、出発地又

は主たる通行の場所を管轄する警察署長が申請を受理するものとする。 

(1) 確認申請書(第1号様式) 

(2) 申請に係る基準外乳母車を製作し、又は販売する者の作成に係る当該乳母車の車

体の長さ、幅及び高さを証する書類 

(3) 申請に係る特定の通行方法が他の歩行者の通行を妨げるおそれのないものである

ことを疎明する次に掲げる書類 

ア 申請に係る基準外乳母車の通行経路の見取図 

イ 見通しが悪い交差点等がある場合には、具体的な安全措置を示した書類 

3 審査の方法 

警察署長は、前項の規定により確認の申請を受理したときは、書面審査又は現地調

査を実施し、確認の適否を判断するものとする。 

4 確認証の作成及び交付 

警察署長は、確認を行ったときは、警察署ごとの一連番号を付して確認証(第2号様

式)を作成し、確認証発給簿(第3号様式)に必要事項を記入し、当該確認証を交付する

ものとする。 

5 確認証の携帯 



警察署長は、確認に係る基準外乳母車を道路で利用するときは、確認証を携帯する

ように指導するものとする。 

6 確認証の記載事項の変更 

(1) 警察署長は、利用者等から確認証の記載事項に変更が生じた旨の届出を受けたと

きは、確認証記載事項変更届(第4号様式)の提出を求め、変更事項を確認の上、確

認証に当該変更事項を記載するとともに、変更した箇所に神奈川県警察公印規程(昭

和55年神奈川県警察本部訓令第12号)別表に定める警察署長印を押印するものとす

る。 

なお、記載事項の変更については、利用者の氏名、住所等の他の歩行者の通行を

妨げるおそれについて再度の審査を必要としない事項に限ることとし、その他の事

項に変更があった場合には、新たに確認申請を行わせることとする。 

(2) 記載事項を変更したときは、確認証発給簿に変更に係る事項を記載し、その状況

を明らかにするものとする。 

7 確認証の再交付 

警察署長は、利用者が確認証を亡失し、滅失し、汚損し、又は破損したときは、確

認証再交付申請書(第5号様式)、当該確認証(確認証を亡失し、又は滅失したときは、

その事実を確認するに足りる書類)並びに2(2)及び(3)に掲げる書類の提出を求め、再

交付の必要を認めたときは、新たに一連番号を付して確認証を作成し、確認証発給簿

に必要事項を記載し、当該確認証を交付するものとする。 

8 確認証の返納 

(1) 警察署長は、次のいずれかに該当するときは、利用者に確認証(イの場合は亡失し

た確認証)を返納させるものとする。 

ア 基準外乳母車を利用しなくなったとき又は利用する必要がなくなったとき。 

イ 確認証の再交付を受けた後に亡失した確認証を発見したとき。 

(2) 確認証が返納されたときは、確認証返納届受理書(第6号様式)に必要事項を記載

するとともに、確認証発給簿の備考欄に返納事実を記載し経過を明らかにするもの

とする。 

9 確認申請書等の保管 

確認申請書その他の確認に関する書類は、神奈川県警察ファイリングシステム実施

要綱の制定について(平成12年12月18日 例規第55号、神総発第439号)の定めると

ころにより、適切に保管するものとする。 

10 関係警察署長との協議 

確認の申請を受理した警察署長は、基準外乳母車の通行の場所が他の警察署長の管

轄にわたるときは、当該他の警察署長と確認の適否について協議しなければならない。

この場合において、協議を受けた当該他の警察署長は、書面審査又は現地調査を実施

し、確認の申請を受理した警察署長に回答するものとする。 



11 交付及び返納の取扱状況の報告 

警察署長は、毎年1月10日までに、前年の確認証の交付及び返納の取扱状況を確認

証交付・返納状況報告書(第7号様式)により、警察本部長(交通部交通規制課長(以下

「交通規制課長」という。)経由)に報告するものとする。 

12 留意事項 

(1) 警察署長は、原動機を用いる乳母車に係る交通事故を認知したときは、警察本部

長(交通規制課長経由)に報告し、当該原動機を用いる乳母車が、車体の大きさの基

準に該当するものであるかを調査するものとする。 

(2) 警察署長は、確認を受けていない基準外乳母車を通行させている者を発見したと

きは、速やかに確認を受けるよう指導するものとする。 

附 則 

附 則(令和3年9月17日例規第43号神務発第909号) 

附 則(令和5年3月30日例規第20号神交総発第261号) 

第1号様式(2関係) 

確認申請書 

[別紙参照] 

第2号様式(4関係) 

確認証 

[別紙参照] 

第3号様式(4関係) 

確認証発給簿 

[別紙参照] 

第4号様式(6関係) 

確認証記載事項変更届 

[別紙参照] 

第5号様式(7関係) 



確認証再交付申請書 

[別紙参照] 

第6号様式(8関係) 

確認証返納届受理書 

[別紙参照] 

第7号様式(11関係) 

確認証交付・返納状況報告書 

[別紙参照] 



第１号様式（２関係）（用紙 日本産業規格Ａ４縦長型） 

確 認 申 請 書 

  年  月  日  

     警察署長 殿 

 

住 所               

       氏 名               

   電 話 

                    利用者との続柄        

道路交通法施行規則（昭和35年総理府令第60号）第１条第２項第１号の規定に基づ

き、同号の確認を申請します。 

確認を受けようと

する原動機を用いる

乳母車の利用者 

住 所 

氏 名 

確認を受けようと

する原動機を用いる

乳母車 

乳母車の名称 

型式 

製品番号 

 

  大きさ 

  長さ     センチメートル 

  幅      センチメートル 

  高さ     センチメートル 

特定の経路を通行さ

せることその他特定

の通行方法の内容 

 

備考 申請者又は利用者の住所及び氏名は、申請者又は利用者が法人であるときは、その

所在地、名称及び代表者の氏名を記載してください。 



第２号様式（４関係）（縦11.5センチメートル 横7.5センチメートル） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

備考 利用者の住所及び氏名は、利用者が法人であるときは、その所在地、名称及び代表者の氏名とする。  

第  号 

交付   年 月 日 

確     認     証 

道路交通法施行規則（昭和35年総理府令第60号）第１条第２項第１号の規定に基づき、次の利

用者が次の特定の通行方法により次の乳母車を通行させることが他の歩行者の通行を妨げるおそ

れがないことを確認する。     

 

警察署長 □印  

 記 

１ 利用者 

住所 

氏名 

２ 乳母車の概要 

  (1) 乳母車の名称 

  (2) 型式 

  (3) 製品番号 

  (4) 乳母車の大きさ 

      長さ          センチメートル 

      幅            センチメートル 

      高さ          センチメートル 

３ 特定の通行方法の内容 

 (1) 経路 

 (2) その他 

注意事項 

１ 確認を受けた乳母車を道路で通行する場合には、必ずこの確認証を携帯してくだい。 

２ 確認を受けた乳母車の利用を止めた場合は、速やかに確認証を返納してください。  



第３号様式（４関係）（用紙 日本産業規格Ａ４横長型） 
 

確 認 証 発 給 簿                

交 付 
番 号 交 付 年 月 日 利    用    者 

（ 住 所 ・ 氏 名 ・ 電 話 ） 受  領 備     考 

     

     

     

     

     

     

     

     

備考 １ 確認証を直接交付したときは、「受領」欄に受領年月日及び受領者名を記載すること。 
２ 確認書を郵送で交付したときは、「受領」欄は空欄とし、「備考」欄に郵送した旨を記載すること。 
３ 確認証を再交付したときは、「備考」欄に再交付した旨を記載すること。 

   ４ 確認証の返納を受けたときは、「備考」欄に返納年月日を記載すること。 
    



第４号様式（６関係）（用紙 日本産業規格Ａ４縦長型） 

確 認 証 記 載 事 項 変 更 届              

  年  月  日  

警察署長 殿 

 
 

住 所      
 
氏 名   

 
電 話          

 
利用者との続柄   

 
 
 
    

 次のとおり確認証の記載事項に変更がありましたので、届け出ます。 

確 認 証 番 号 第            号 

交 付 年 月 日 年   月   日 

交 付 警 察 署 長 警 察 署 長        

変 更 事 項 
□ 利用者（□住所 □氏名） 

 
□ その他（                      ） 

変 更 内 容 

変更前 

 

変更後 

 

変 更 の 理 由 

 

変 更 年 月 日    年   月   日  

備考 □のある欄には、該当する□内にレ印を記載してください。 



第５号様式（７関係）（用紙 日本産業規格Ａ４縦長型） 

確 認 証 再 交 付 申 請 書              

  年  月  日  

警察署長 殿       
 

 
                     住 所 
                      
                     氏 名 
                      
                     電 話 
 
 
 
次のとおり、確認証の再交付を届け出ます。 

再 交 付 を 申 請 
 

す る 理 由 

１ 亡失のため 
 
２ 滅失のため 
 
３ 汚損のため 
 
４ 破損のため 

現 

に 

受 

け 

て 

い 

る 

確 

認 

証 
交 付 年 月 日  年   月   日 

交 付 番 号 第          号 

乳
母
車
の
概
要 

乳 母 車 
の 名 称 

 

型 式 
 

製 品 番 号 
 

長 さ センチメートル  

幅 センチメートル  

高 さ センチメートル  

備考 「再交付を申請する理由」欄は、該当する項目を○で囲んでください。 



第６号様式（８関係）（用紙 日本産業規格Ａ４縦長型） 

 

確 認 証 返 納 届 受 理 書                

返 納 年 月 日 年   月   日 

届 
 

出 
 

者 

住 所 
 

氏 名 
 

利用者との続柄 
 

確 
 

認 
 

証 

確 認 証 番 号 第              号 

交 付 年 月 日 年   月   日 

交付警察署長 警 察 署 長   

利 
 

用 
 

者 

住 所 

 

氏 名 

 

返 納 の 理 由 

 

取 扱 者 

       警察署 
 
 
階 級      氏 名 

措 置 結 果 

 



第７号様式（11関係）（用紙 日本産業規格Ａ４縦長型） 

交発第     号 

年  月  日 

 
警 察 本 部 長 殿 

警察署長   

確認証交付・返納状況報告書 

    （    年） 

確認申請書受理件数 
 

件 

 
うち交付件数 件 

乳 母 車 の 

名 称 等 

名 称 型 式 長 さ 幅 高 さ 件 数 
 

   
cm 

 
cm 

 
cm 

 

  
cm cm cm 

 

  
cm  cm cm 

 

  
cm cm cm 

 

  
cm cm cm 

 

  
cm  cm cm 

 

特定の経路を通
行させることそ
の他の特定の通
行 方 法 の 内 容 

内    容 
   

 

 

 

 

 

返 納 件 数 件 

備考 １ 「乳母車の名称等」欄は、署長の確認を受けた乳母車の名称、型式及び大きさ

を記載すること。 

   ２ 「特定の経路を通行させることその他の特定の通行方法の内容」欄は、１つの

確認に係る経路数及び講じた安全措置の方法等を記載すること。 


